○○町内会自主防災会規約

（名称）

第1条 この会は、○○町内会自主防災会（以下「本会」という。）と称する。

（所在地）

第2条 本会の所在地は、次のとおりとする。

(1)　平常時は、会長宅とする。

(2)　災害時は、○○公民館または○○○（学校等避難所）とする。

（組織）

第3条 本会は、○○町内会員の世帯をもって組織する。

（目的）

第4条 本会は、自主的な防災活動・防犯活動・安否確認・見守り等を行うこ
とにより、地震やその他の災害による被害の防止及び軽減を図ることを目的
とする。

（事業）

第5条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)　見守りネットワーク事業　（災害等に対応するための災害時要援護者の状況把握と支援に関すること。）

(2)  防災に関する知識の普及・啓発に関すること。

(3)　災害等に対応するための地域内の点検と災害危険箇所の把握に関すること。

(4)　防災訓練の実施に関すること。

(5)　他組織との連携に関すること。

(6)　その他本会の目的を達成するために必要な事項

(役員)

第6条 本会に次の役員を置く。

(1)　会長　　　　　　　１名（町内会長）

(2)　副会長　　　　　若干名（　　　　　）

(3)　班長　　　　　　若干名（町内会班長）

(4)　防災協力員　　　若干名（地域支援者）

２　役員は、町内会役員会で選出し、町内会総会において承認を得るものとす
る。ただし、防災協力員は見守りネットワーク事業の地域支援者をもってその職をあてるものとする。

３　役員の任期は１年とする。ただし、再任することができる。

（役員の責務）

第7条 会長は、本会を代表し会務を総括する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長の事故のあるときはその職務を行う。

３　班長は、会務の運営にあたるほか、防災協力員と連携し班活動の指揮を行
う。

４　防災協力員は、見守りネットワーク事業登録会員「災害時要援護者」に対
し、平常時の安否確認・日常支援・見守り等を通し、緊急時の安全確保に携
わる。

（会議）

第8条 本会の会議は総会及び役員会とし、会長が召集する。これは、○○町

内会総会及び役員会をこれにあてることができる。

２　総会は、町内会会員をもって構成し、出席者をもって成立し、毎年１回開
催する。ただし、特に必要がある場合は臨時に開催することができる。

３　総会は、次の事項を審議する。

(1)　規約の改正に関すること。

(2)　防災計画の作成及び改正に関すること。

(3)　事業計画に関すること。

(4)　役員の選任に関すること。

(5)　その他、特に必要な事項
　

（防災計画）

第9条 本会は、災害等による被害の防止及び軽減を図るため、防災計画を作

成する。

２　防災計画は次の事項について定める。

(1)  地震等の発生時における防災組織の編成及び任務分担に関すること。

(2)  防災知識の普及に関すること。

(3)  災害危険の把握に関すること。

(4)  防災訓練の実施に関すること。

(5)  災害時要援護者対策に関すること。
(6)  その他、この目的達成のための必要な事項
（会計）

第10条　本会の会計は、○○町内会の会計をもってこれにあてる。

（その他）

第11条　この規約に定めのない事項については、役員会において審議し決定す
る。ただし、特に重要と役員会で認めた場合は総会において審議し決定する。　

附　則

この規約は、令和○○年〇月○日から施行する。

【町内会総会議案ひな型】
議案第　号　　　　　○○町内会自主防災会の設置について

　地震や大雪などの災害が発生した場合には、安否確認の必要性が高い、一人暮らしの高齢者や高齢者の夫婦世帯、障害者世帯、日中に児童だけになる世帯への迅速な対応が必要となり身近な地域で救助活動ができるよう、自主的な防災体制の整備が求められています。

　また、安全な地域づくりを進めるため、日頃から地域住民による見守り活動などが必要であるとともに、住民の防災・防犯意識を高めていく必要があります。

　そのため、○○町内会役員会で検討した結果、次のとおり自主防災会の設置に合意したので、ここに○○町内会自主防災会の設置を求めます。

１．設置時期　　令和○○年〇月○日

２．○○町内会自主防災会規約　　　別紙参照

　○　目的

　　　本会は、自主的な防災活動・防犯活動・安否確認・見守り等を行うことにより、地震やその他の災害による被害の防止及び軽減を図ることを目的とする。

　○　組織

　　　地域一帯となった取組みが必要と考え、○○町内会員の世帯をもって組織する。

３．役員の選出について　

　　○○町内会自主防災会規約第3条により本会に次の役員を置く。

　

	自主防災会　会長
	町内会長

	自主防災会　副会長
	（　　　　　）

	　　　　　班長
	町内会班長

	　　　　　　防災協力員
	地域支援者　　名　


４．令和○○年度事業計画について

　　○○町内会自主防災会規約第９条の防災計画に基づき次のとおり提案します。

(1)見守り世帯の定期的な安否確認（見守りﾈｯﾄﾜｰｸ事業）

(2)あいさつ等声かけ運動の実施

(3)防災訓練の実施　（令和　　年　　月　　日）

(4)地域支援者会議の実施

　
○○町内会自主防災会組織図


　　









○○防災会会長


（○○町内会長）





士幌町災害対策本部


（士幌町総務企画課）


℡　５－５２１１





○○公民館推進委員会


（○○公民館推進委員長）





士幌町厚生部厚生班


（士幌町保健福祉課）


℡　５－２００６








士幌町社会福祉協議会


　　℡　５－２００８





自主防災会副会長


（　　　　　　　）





以下各班に防災協力員（地域支援者）数名配置





1班班長





2班班長


町長





3班班長





4班班長





5班班長





6班班長





7班班長





8班班長





士幌町災害対策本部（総務企画課）５－５２１１


士幌町厚生部厚生班（保健福祉課）５－２００６


○○小学校　　　　　　　　　　　〇－〇〇〇〇


○○公民館　　　　　　　　　　　〇－〇〇〇〇


士幌町社会福祉協議会　　　　　　５－２００８





災害用伝言ダイヤル　「１７１」を覚えましょう。


被災者は、「171＋1＋自宅の電話番号」安否を録音。　　


伝言を聞くには、「171＋2＋被災者の自宅の電話番号」で再生。





士幌消防署　　　　　　　　　５－２３２３


士幌駐在所　　　　　　　　　５－２３６０


士幌町国民健康保健病院　　　５－２１０６　　








町内会各会員（避難等完了報告を各班長に連絡）





災害時要援護者支援（見守りﾈｯﾄ登録者）








